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に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
場
を
創
出
す
る
周
南
市

 

徳
山
駅
前
賑
わ
い
交
流
施
設
条
例
に
つ
い
て

問　
施
設
の
利
用
料
金
は
指
定
管
理
者

の
収
入
と
あ
る
が
、
他
に
例
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
通
常
時
と
イ
ベ
ン
ト
時
で

料
金
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答　
利
用
料
金
制
度
は
、
徳
山
駅
前
駐

車
場
で
導
入
し
て
い
る
。
利
用
料
は
、

市
が
上
限
を
定
め
、
そ
の
中
で
指
定
管

理
者
が
決
め
る
が
、
そ
の
都
度
料
金
を

変
え
る
運
営
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問　
施
設
の
使
用
許
可
権
限
は
指
定
管

理
者
で
、
行
政
側
は
関
与
で
き
な
い
の
か
。

答　
条
例
上
は
指
定
管
理
者
に
任
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
募
集
要
項
や

提
案
等
を
確
認
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
指
定
管
理
者
に
不
都
合
が
生
じ
た

場
合
等
に
、
指
定
管
理
者
を
解
除
す
る

条
文
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
ど
う
か
。

答　
契
約
時
に
条
項
を
付
け
る
こ
と
で
、

担
保
し
た
い
。

反
対
討
論　
指
定
管
理
者
の
業
務
に
中

心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
創
出

に
関
す
る
業
務
が
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に

民
間
活
力
導
入
図
書
館
が
該
当
す
る
の

で
認
め
ら
れ
な
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　
可
決（
賛
成
多
数
）

環
境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

可決
（賛成多数）

可決
（賛成多数）

徳
山
駅
前
図
書
館
の
指
定
管
理
に
よ
る

　
　
　  

管
理
特
例
を
定
め
る
条
例
制
定

　
徳
山
駅
前
図
書
館
の
指
定
管
理
に
よ
る

管
理
の
特
例
に
つ
い
て
実
施
事
業
や
業
務
の

範
囲
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
中
心
市
街
地
で
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
場
を
創

出
し
活
性
化
を
図
る
た
め
、
賑
わ
い
交
流
施
設

の
内
容
、
指
定
管
理
者
の
業
務
や
使
用
料
等
を

定
め
る
も
の
で
す
。

問　
職
員
待
遇
や
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス

内
容
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

答　
図
書
館
部
分
の
指
定
管
理
料
は
市

が
直
営
す
る
場
合
の
水
準
で
約
１
億
円

で
あ
る
。
ま
た
、
図
書
館
で
は
、
人
材

育
成
が
重
要
で
、
そ
う
い
っ
た
運
営
に

力
を
入
れ
、
し
っ
か
り
し
た
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
事
業
者
を
見
極
め
た
い
。

問　
教
育
委
員
会
が
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
時
は
、
図
書
館
を
管
理
で
き
る
と

あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

答　
不
測
の
事
態
も
含
め
、
指
定
管
理

者
が
管
理
で
き
な
い
場
合
、
市
が
直
営

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　
図
書
館
や
賑
わ
い
交
流
施
設
を
全

体
で
１
つ
の
指
定
管
理
者
に
依
頼
す
る

が
、
図
書
館
の
み
直
営
も
可
能
な
の
か
。

答　
賑
わ
い
交
流
施
設
条
例
に
も
図
書

館
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
条
例

で
定
め
る
と
規
定
し
て
お
り
、
別
々
に

管
理
し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

賛
成
討
論　
一
定
の
図
書
館
司
書
の
配

置
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
時
に
は
、

教
育
委
員
会
の
直
営
管
理
が
で
き
る
こ

と
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
で
賛
成
す
る
。

反
対
討
論　
図
書
館
の
指
定
管
理
は
図

書
館
法
に
な
じ
ま
な
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　
可
決（
賛
成
多
数
）

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

徳山駅前図書館の　　　
　　　　完成イメージ

新徳山駅ビルの完成イメージ

徳山駅前賑わい交流施
設及び図書館について
は関連があるため一括
討論がありました。

　図書館司書の配置や
指定管理者に不測の事
態があった場合の教育
委員会の直営が担保さ
れている。また休館日
を設けず、開館時間も
長いので市民サービス
が飛躍的に増大するの
で賛成する。

賛成

　市が責任を持って市
民に保証すべき図書館
サービスは、華やかで
にぎやかな場の提供で
はない。公立図書館本
来の基本的な役割を果
たす内容になっていな
いので反対する。

反対

　図書館は滞留型施設
であり、よほどの構想
計画がなければ回遊性
は起きない。徳山駅前
地下駐車場のリニュー
アルやバリアフリー化
も万全ではなく、こう
した状況で中心市街地
徳山駅周辺のにぎわい
の取り組みが、全体構
想として見えるのか大
きな疑問であるため、
反対する。

反対

本会議での討論

概 要概 要 　第２回定例会を２月24日から３月16日までの22日間開催
しました。今定例会では、新年度の一般会計や特別会計予
算、新徳山駅ビルに整備される賑わい交流施設や図書館に
関する条例制定などの市長提出議案75件、委員会提出議案
３件を審議しました。
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鹿
野
地
域
の
自
立
促
進
の
た
め
の

 

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
過
疎
地
域
と
さ
れ
る
鹿
野
地
域
に
お
い
て
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
自
立
促
進
に
向
け
た
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
５

カ
年
を
期
間
と
す
る
計
画
を
定
め
る
も
の
で
す
。

問
　
鹿
野
地
域
で
、
最
も
住
民
の
関
心

が
高
い
の
は
、
総
合
支
所
等
の
整
備
方

針
で
あ
る
が
、
計
画
に
表
記
さ
れ
て
い

な
い
。
当
初
か
ら
方
針
を
示
し
て
お
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
現
時
点
で
は
総
合
支
所
等
の
整
備

方
針
が
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

具
体
的
な
方
向
性
が
見
え
な
い
た
め
、

今
回
は
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
沿
っ

て
行
う
と
い
う
内
容
と
し
た
。
平
成
28

年
度
以
降
、
地
域
住
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
に
よ
り
方
向
性
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
地
域
の
方
と
の
議
論

が
深
ま
っ
た
段
階
で
、
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
医
師
確
保
の
問
題
は
、
鹿
野
地
域

だ
け
で
な
く
、
中
山
間
地
域
全
体
の
課

題
で
あ
る
。「
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

診
療
体
制
の
再
構
築
が
課
題
」
と
し
て

い
る
が
、
財
政
面
も
含
め
て
現
時
点
で

の
認
識
は
。

答
　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
か
ら
も
心
配
す
る
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
地
域
医
療
課
と
連
携
を
と

っ
て
、
状
況
の
確
認
を
し
て
い
る
。
医

師
確
保
に
つ
い
て
は
、
過
疎
債
を
財
源

と
し
た
ソ
フ
ト
事
業
に
よ
り
、
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
鹿
野
地
域
を
ど
う
い
う
形
に
も
っ

て
い
く
の
か
と
い
う
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に

立
っ
て
、
過
疎
債
を
利
用
し
な
が
ら
施

策
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
重

点
を
絞
ら
な
け
れ
ば
、
無
駄
な
投
資
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
ど
う
か
。

答
　
長
期
的
な
考
え
は
、
大
変
重
要
と

考
え
て
お
り
、
計
画
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
関
係
所
管
課
と
、
地
域
か
ら
意
見

を
集
め
た
。
長
期
的
に
考
え
な
が
ら
進

め
る
。

賛
成
討
論
　
今
後
、
地
域
の
将
来
の
姿

を
見
出
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

委
員
会
審
査
結
果
　
可
決（
全
会
一
致
）

企
画
総
務
委
員
会
で
の
審
査

可決
（全会一致）

平
成
28
年
度
施
政
方
針

平
成
28
年
度
施
政
方
針

　
定
例
会
初
日
、
木
村
市
長
の
平
成
28
年
度
の
市
政
運
営
に
対
す
る

施
政
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。

　平成28年度は、市議会や市民の皆さんと議論を重ね、“共に”
進めてきた「（仮称）新徳山駅ビル建設」「新庁舎建設」「防災情報
収集伝達システム整備」など、大型プロジェクトが動き出す。無限
の市民力、そして全国に誇る地域資源を最大限に生かし、「しご
と」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を確立
することにより、人口流出の抑制、移住、定住促進に繋がる取り組
みを加速させ、“共に”未来へ贈りたい周南市（まち）をつくりたい。

　《主な取り組み》
・妊娠、出産、子育てに関するワンストップ相談窓口「子育て
世代包括支援センター」の開設
・共創プロジェクトの立ち上げ　　・サテライトオフィス誘致
・（仮称）新徳山駅ビル整備　　　・自治体クラウド導入
・台湾を中心とした国際観光
・中学校普通教室への空調設備の設備
・（仮称）西部地区学校給食センター整備

　《平成28年度の当初予算》
一般会計　631億4,400万円
特別会計　365億1,373万円
企業会計　491億5,886万7,000円

　※当初予算の主な事業については
　　４～５ページをご覧ください。

※施政方針に対する質疑は、７～12ページの会派質問をご覧ください。

今後、整備の進む鹿野総合支所

“共に。”  未来へ贈りたい  周南市をつくる“共に。”  未来へ贈りたい  周南市をつくる“共に。”  未来へ贈りたい  周南市をつくる“共に。”  未来へ贈りたい  周南市をつくる
ま ち

定 例 会 の定 例 会 のPIC
K

UP!PIC
K

UP!
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賛 

成
❖　
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

は
、
周
南
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
（
一
人
一

人
に
合
っ
た
き
め
細
か
で
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
場
所
や
仕
組

重 子育て世代包括支援センター事業〔総〕
事業費　1,289万円
事業の概要　妊娠・出産・
子育てに関するワンスト
ップ相談窓口を設置し、
全ての妊産婦、乳幼児、
児童とその家庭への、切
れ目のない支援体制と地
域全体で子育てを支える
環境を整備する。

問
　
今
後
、
健
康
増
進
課
と
子

育
て
支
援
課
が
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
う

が
、
各
地
域
の
母
子
保
健
推
進

員
と
の
連
携
や
役
割
は
ど
う
な

る
の
か
。

答　
地
域
で
活
動
さ
れ
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
課
が

母
子
保
健
推
進
事
業
と
し
て
委

託
を
し
、
子
育
て
支
援
の
活
動

に
つ
い
て
も
共
同
実
施
と
し

て
、
母
子
保
健
推
進
協
議
会
、

母
子
保
健
推
進
員
に
取
り
組
み

を
お
願
い
す
る
。

問
　
プ
ロ
デ
ュ―

ス
お
よ
び
人

材
育
成
業
務
委
託
料
の
契
約
相

手
方
の
詳
細
と
人
材
育
成
の
方

向
性
は
。

答　
委
託
先
の
事
業
者
の
代
表

は
、
周
南
ふ
る
さ
と
大
志
の
宮

本
倫
明
氏
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
人
的
支
援
を
行
っ

て
い
た
だ
く
。
事
業
の
パ
ー
ト

ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
振
興
財
団

を
考
え
て
お
り
、
宮
本
氏
の
後

継
者
を
育
成
す
る
た
め
、
財
団

の
若
手
・
中
堅
職
員
を
中
心

に
、
４
年
間
で
80
名
の
人
材
育

成
を
想
定
し
て
い
る
。

専門職等による子育て相談

新 共創プロジェクト事業〔総〕
事業費　2,591万円
事業の概要　市民の連携
による「新しい公共」の
活動の支援や市民主体の
地域づくりを促進し、共
創の地域づくりの実現を
目指す。夜市地区での対話集会

重 コンビナート電力利活用推進事業〔総〕
事業費　2,548万円
事業の概要　コンビナー
トが生み出す電力を中心
市街地で利活用すること
により、中心市街地の活
性化を図る。

問
　
総
事
業
費
と
全
体
の
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
電
力
供
給
の
対
象
は
、
ど

う
い
っ
た
施
設
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答　
今
か
ら
構
想
を
つ
く
る
が
、

設
計
費
が
約
２
５
０
０
万
円

で
、
総
事
業
費
は
約
５
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
対
象
は
、
公

共
施
設
が
メ
ー
ン
と
な
り
、
現

時
点
で
は
新
徳
山
駅
ビ
ル
と
新

庁
舎
の
２
つ
で
、
中
心
市
街
地

の
公
共
施
設
以
外
へ
の
活
用

は
、
今
後
の
検
討
に
な
る
。

拡 動物園魅力拡大「ズー夢アップ２１」実施事業〔総〕
事業費　1,440万円
事業の概要　周南の里ふ
れあいゾーンのオープン
に合わせ、全天候下での
小動物ふれあい体験を開
始するなど、動物園の魅
力を入園者が実感できる
ソフト事業を実施し、入
園者数の増加を図る。

問
　
事
業
内
容
は
昨
年
度
と
大

き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、

予
算
額
が
増
え
て
い
る
が
、
増

額
の
内
容
は
。

答　
３
月
21
日
に
新
た
に
設
置

さ
れ
る
周
南
の
里
ふ
れ
あ
い
ゾ

ー
ン
は
、
雨
天
で
も
利
用
で
き
、

ほ
ぼ
毎
日
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
小

動
物
と
触
れ
合
え
る
時
間
を
提

供
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
臨

時
職
員
の
増
員
が
必
要
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
も
増
額
し
て

い
る
。

周南の里ふれあいゾーン
るんちゃ♪るんちゃ

平成28年度
　 一般会計予算

本
会
議
で
の
討
論 　予算決算委員会では、３月７日から９日の３日間、新年度予算の審査を行いま

した。予算決算委員会審査内容（一般会計の主な事業から）は下記の通りです。

新規事業新
拡充事業拡

特に重点的に実施する事業等重
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」掲載事業〔総〕

平成28年度
　 一般会計予算

可決（賛成多数）
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み
）
の
構
築
を
加
速
化
さ
せ
る
手
段

と
し
て
有
効
で
あ
り
、
着
実
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

❖　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
、

小
学
６
年
生
ま
で
に
助
成
を
拡
大
さ

れ
た
こ
と
を
評
価
し
、
今
後
、
中
学

生
ま
で
を
視
野
に
入
れ
る
と
の
こ
と

で
大
い
に
期
待
す
る
。

❖　
鹿
野
総
合
支
所
、
新
南
陽
総
合

支
所
整
備
へ
の
取
り
組
み
、
長
穂
お

よ
び
和
田
の
支
所
、
公
民
館
の
再
配

置
が
い
ず
れ
も
今
後
加
速
化
さ
れ
、

３
年
以
内
に
そ
の
姿
が
見
え
て
く
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。　

❖　
水
素
事
業
や
国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
の
整
備
、
創
業
・
起
業
支
援
の

取
り
組
み
は
、
市
が
発
展
し
て
い
く

上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
く

る
た
め
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

 

反 

対
❖　
本
庁
舎
の
建
設
費
用
が
増
え
、

１
１
０
億
円
に
な
っ
た
と
示
さ
れ
た

が
、
税
金
を
使
う
た
め
、
不
用
な
も

の
を
見
直
し
、
無
駄
を
省
き
予
算
を

縮
小
す
べ
き
で
あ
る
。

❖　
公
立
保
育
所
の
再
編
整
備
の
取

り
組
み
を
加
速
し
、
民
間
事
業
者
が

小
規
模
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
を

建
設
す
る
が
、
保
育
士
の
待
遇
を
改

善
し
、
公
的
責
任
で
保
育
行
政
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。
公
的
保
育
の
大
き

な
後
退
で
、
保
育
の
質
が
懸
念
さ
れ

る
。

新 地域連携・低炭素水素技術実証事業〔総〕
事業費　14,281万円
事業の概要　地域の実情
に応じた水素サプライチ
ェーンの構築を目的とし
て、さまざまな水素関連
機器による実証事業を実
施し、水素の利活用を図
り、低炭素社会の実現に
向けた取り組みを行う。

イワタニ水素ステーション
山口周南

新 電子計算組織管理事業（自治体クラウド導入）
事業費　945万円
事業の概要　４市１町
（周南市、下松市、光市、
柳井市、阿武町）での自
治体クラウド導入によ
り、情報システム関連経
費の削減や、事務の効率
化、住民サービスの向上
を図る。

問　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
の

た
め
の
経
費
は
、
準
備
段
階
か

ら
の
費
用
も
含
め
幾
ら
か
。
ま

た
、
導
入
に
よ
る
費
用
削
減
効

果
は
。

答　
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
平

成
30
年
度
か
ら
39
年
度
ま
で

の
、
10
年
間
の
債
務
負
担
行
為

で
、
約
14
億
７
０
０
０
万
円
を

計
上
し
て
お
り
、
情
報
シ
ス
テ

ム
共
同
利
用
導
入
支
援
業
務
委

託
料
と
し
て
、
28
年
度
に
９
４

５
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま

た
、
10
年
間
で
約
７
億
２
６
０

０
万
円
の
経
費
削
減
が
見
込
め

る
と
試
算
し
て
い
る
。

問　
カ
ー
シ
ェ
ア
事
業
の
内
容

お
よ
び
必
要
性
は
何
か
。

答　
実
証
事
業
で
市
が
用
意
し

た
燃
料
電
池
自
動
車
を
市
内
の

カ
ー
シ
ェ
ア
業
者
に
渡
し
て
、

使
用
申
し
込
み
の
受
け
付
け
、

車
の
清
掃
、
デ
ー
タ
収
集
等
の

業
務
委
託
を
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
目
的
は
、

多
く
の
市
民
に
燃
料
電
池
自
動

車
に
乗
っ
て
、
実
感
し
て
も
ら

い
、
利
活
用
の
推
進
に
努
め
る

た
め
で
あ
る
。

重 新南陽総合支所整備検討事業
事業費　860万円
事業の概要　市民の暮ら
しを身近に支える地域の
拠点施設として、新南陽
総合支所の整備の方向性
を検討し、総合支所敷地
の有効活用を図るため、
測量及び道路設計業務を
実施する。

問　
市
民
の
安
心
感
、
信
頼
感

を
得
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
、
し
っ
か
り
と

整
備
の
方
向
性
を
出
し
、
取
り

組
む
姿
勢
を
見
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
ま
ず
は
安
心
安
全
を
最
優

先
と
し
、
西
消
防
署
を
先
行
し

て
建
設
し
た
い
。
ま
た
、
平
成

30
年
７
月
ま
で
は
本
庁
機
能
が

あ
る
た
め
、
庁
舎
の
解
体
等
、

目
標
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め

て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
公
平
公
正
な
教
育
環
境
整

備
な
ら
ば
、
全
学
校
一
斉
か
同

学
年
ご
と
に
整
備
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
先
行
し
て
行
う
５
校
の

選
定
理
由
は
。

答　
１
度
に
整
備
を
行
う
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
手
法
も
検
討
し
た
が
メ
リ

ッ
ト
が
な
く
、
学
年
ご
と
の
整

備
も
、
各
学
校
に
長
期
間
授
業

に
影
響
が
出
る
た
め
、
年
次
的

な
整
備
の
結
論
を
出
し
た
。
環

境
面
、
ま
た
多
く
の
生
徒
に
快

適
な
環
境
を
提
供
す
る
と
の
視

点
か
ら
、
平
成
28
年
度
の
実
施

設
計
等
は
学
校
の
規
模
順
で
５

校
を
選
定
し
た
。

今後整備の進む　　
　　　新南陽総合支所

重 中学校普通教室空調設備整備事業〔総〕
事業費　1,030万円
事業の概要　安心して快
適に学べる教育環境確保
のため、中学校の普通教
室に空調設備を設置する。

データの
流れ
データの
流れ

共同での利用

データ
ベース業務システム

データセンター

A市 B市 C町
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議案等の議決結果

賛成多数で可決

全会一致で可決

平成28年度予算
・一般会計予算⇒631億4,400万円（詳しくは４・５ページ）
・国民健康保険特別会計予算⇒197億69万8,000円
・後期高齢者医療特別会計予算⇒21億9,706万8,000円
平成27年度補正予算
・一般会計補正予算（第５号）⇒４億8,562万3,000円増額
条例改正など
・市長等の給与に関する条例の一部改正⇒平成27年人事院勧告に伴う期末手当の所要の改正
・市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正⇒平成27年人事院勧告に伴う期末手当の所要の改正
・保育の実施に関する条例の一部改正⇒保育所に加え、認定こども園等の新たな施設で保育を利用することについての所要の改正
・介護老人保健施設使用料手数料条例の一部改正⇒介護保険法の一部改正に伴う多床室の使用料の改正
・国民健康保険条例の一部改正⇒国民健康保険法施行令の一部改正に伴う所要の改正
・徳山駅前賑わい交流施設条例制定⇒徳山駅前賑わい交流施設の設置及び管理に関して必要な事項を定めるもの（詳しくは２ページ）
・徳山駅前図書館条例制定⇒徳山駅前図書館の設置に伴う所要の改正（詳しくは２ページ）
・図書館条例の一部改正⇒周南市立徳山駅前図書館の設置に伴う所要の改正

平成28年度予算
・国民健康保険鹿野診療所特別会計予算　　　　・地方卸売市場事業特別会計予算　　　　・下水道事業会計予算
・介護保険特別会計予算　　　　　　　　　　　・国民宿舎特別会計予算　　　　　　　　・病院事業会計予算
・簡易水道事業特別会計予算　　　　　　　　　・駐車場事業特別会計予算　　　　　　　・モーターボート競走事業会計予算
平成28年度補正予算
・一般会計補正予算（第１号）
平成27年度補正予算
・一般会計補正予算（第６号）
・国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
・国民健康保険鹿野診療所特別会計補正予算（第２号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
・介護保険特別会計補正予算（第３号）
条例改正など
・一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
・工事請負契約の一部変更（樋口配水池築造工事）
・行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定
・人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正
・過疎地域自立促進計画の策定について（詳しくは３ページ）
・職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
・報酬及び費用弁償支給条例の一部改正
・介護老人保健施設事業の設置等に関する条例の一部改正
・光市の公の施設の周南市民の利用について
・水道施設の管理に係る事務の委託について
・工事請負契約の締結（太刀野配水池築造工事）
・地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例制定
・議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の廃止
・市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の廃止
・山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減、共同処理する事務の変更、共同処理する事務の構成団体の変更
及びこれに伴う規約の変更
・政治倫理の確立のための周南市長の資産等の公開に関する条例の一部改正
委員会提出議案
・議会会議規則の一部改正
・政治倫理条例の全部改正（詳しくは13ページ）
・議会委員会条例の一部改正

・水道事業会計予算⇒49億7,563万3,000円
・介護老人保健施設事業会計予算⇒４億2,037万9,000円

・簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
・地方卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）
・国民宿舎特別会計補正予算（第２号）
・モーターボート競走事業会計補正予算（第３号）

・職員の退職管理に関する条例制定
・職員退職手当支給条例の一部改正
・熊毛不燃物埋立処分場条例の廃止
・空き家等の適正管理に関する条例の一部改正
・徳山駅西駐車場条例制定
・火災予防条例の一部改正
・消防団員等公務災害補償条例の一部改正
・自転車等駐車場条例の一部改正
・消費生活センター条例制定
・手数料条例の一部改正
・建築審査会条例の一部改正
・管理職手当支給条例の一部改正
・指定管理者の指定について（13件）

全会一致で同意
・人権擁護委員候補者の推薦

議会報告：例月出納検査の結果、陳情の処理の経過及び結果報告
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会 派 質 問

ＱA 新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！

会 派 質 問会 派 質 問
議員名は代表者、副代表者、五十音順で掲載しています。　

【
施
政
方
針
質
疑
】

社
会
で
育
む
少
子
化
対
策

問
　
周
南
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
内
容
は
。

答
「
子
育
て
す
る
な
ら
周
南
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
全
て
の
妊
婦
、

乳
幼
児
、
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

地
区
を
担
当
す
る
町
の
保
健
師
が

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
一
人
一

人
に
合
っ
た
き
め
細
か
で
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
う
場
所
や
仕

組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
担
当
部
署

は
４
月
か
ら
設
置
す
る
こ
ど
も
健

康
部
の
中
の
健
康
づ
く
り
推
進
課

で
対
応
す
る
。

問
　
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度

拡
充
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答　
平
成
28
年
１
月
に
周
南
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
で
議
会
と
協
議
し
、
そ
の
方
向

性
を
示
し
た
。
ま
ず
、
新
た
な
財

源
の
確
保
、
国
や
県
制
度
の
創

設
・
改
正
、
先
行
事
例
の
取
り
組

み
効
果
な
ど
、
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

要
因
な
ど
も
加
味
し
、
引
き
続
き

調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
　
子
育
て
応
援
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
た
が
、
意
見
を
聞
い
た

後
の
予
算
措
置
は
ど
う
か
。

答　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
な

い
地
域
で
の
出
張
ひ
ろ
ば
の
拡
充
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
休
日
開

所
、
遊
び
場
、
外
出
先
の
確
保
、

ま
た
、
子
育
て
中
の
男
性
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
で
母

親
、
父
親
の
育
児
の
負
担
や
不
安

感
の
軽
減
を
図
り
、
家
族
や
社
会

全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
機
運
を

高
め
て
い
こ
う
と
考
え
た
。
医
療

費
の
助
成
制
度
の
拡
充
、
こ
ど
も

健
康
部
の
組
織
設
置
、
周
南
市
版

ネ
ウ
ボ
ラ
の
制
度
改
正
等
、
子
育

て
応
援
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
展
開
を
考
え
、

予
算
付
け
を
し
た
。

問
　
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
県

の
総
合
庁
舎
等
、
公
共
施
設
の
活

用
を
図
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な

内
容
は
。

答
　
平
成
27
年
度
は
徳
山
、
遠
石
、

菊
川
小
学
校
の
５
年
生
以
上
の
児

童
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。

28
年
度
は
、
徳
山
小
学
校
に
つ
い

て
、
周
南
総
合
庁
舎
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
が
使
用
可
能
と
な
っ
た
。
今

後
も
状
況
に
よ
り
、
今
回
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
を
視
野
に
入
れ
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
開
設
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
な

い
地
域
で
の
出
張
ひ
ろ
ば
の
拡
充

と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
休
日

開
所
の
詳
細
は
。

答　
出
張
ひ
ろ
ば
は
、
市
内
中
学

校
区
を
基
本
に
12
の
地
区
に
分
け
、

子
育
て
支
援
拠
点
の
な
い
５
地
区

で
、
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
92
回

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
が
、
28

年
度
か
ら
は
親
子
で
遊
べ
る
場
の

拡
充
を
図
り
、
１
３
５
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

　
休
日
開
所
に
つ
い
て
は
、
試
行

的
に
行
い
、
家
族
が
気
楽
に
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
保
護
者
向
け

の
子
育
て
支
援
講
座
を
開
催
す
る

等
、
親
子
の
居
場
所
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
い
き
た
い
。

市
民
へ
の
安
心
安
全
対
策

問
　
防
災
情
報
収
集
伝
達
シ
ス
テ

ム
が
具
体
化
さ
れ
て
い
く
が
、
前

回
の
失
敗
を
ど
う
生
か
す
の
か
。

答　
平
成
27
年
度
に
実
施
設
計
を

終
え
、
28
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で

の
３
カ
年
間
で
シ
ス
テ
ム
全
体
の

整
備
工
事
等
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

議
会
や
専
門
家
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
常
に
フ
ィ―

ド
バ
ッ

ク
し
な
が
ら
、
公
平
公
正
な
事
業

の
進
め
方
を
し
た
い
。

問
　
自
主
防
災
組
織
活
動
へ
の
助

成
制
度
の
見
直
し
の
内
容
は
。

答　
現
行
の
補
助
制
度
に
よ
り
平

成
27
年
度
末
で
組
織
率
が
95
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
、
一
定
の
目
標
が

達
成
さ
れ
た
。
28
年
度
か
ら
は
、

こ
の
自
主
防
災
組
織
の
主
体
的
な

活
動
支
援
を
重
点
に
内
容
、
補
助

率
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

問
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
ー

推
進
の
た
め
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

け
入
れ
と
は
何
か
。

答　
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

出
張
ひ
ろ
ば
の
様
子

新
誠
会﹇

議
員
名
﹈

　
兼
重
　
元
、
田
村
勇
一

　
坂
本
心
次
、
清
水
芳
将

　
立
石
　
修
、
土
屋
晴
巳

　
中
津
井
求
、
福
田
健
吾

　
福
田
吏
江
子
、
米
沢
痴
達

 

用
語
説
明

※

ネ
ウ
ボ
ラ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
妊
娠
期
か
ら

出
産
、
子
供
の
就
学
前
ま
で
の
間
、
母
子

と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
目
的
で
、
地
方

自
治
体
が
設
置
、
運
営
す
る
拠
点
。「
ネ

ウ
ボ
」
は
助
言
や
ア
ド
バ
イ
ス
、「
ラ
」
は

場
・
場
所
を
意
味
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
。

※
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適
切
な
情
報
発
信
や
誘
客
活
動
を

行
い
、
本
市
に
観
光
に
訪
れ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
特
に

親
日
家
が
多
く
、
児
玉
源
太
郎
の

縁
で
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
、

台
湾
を
中
心
に
国
際
観
光
に
取
り

組
む
。
平
成
28
年
度
は
、
ニ
ー
ズ

の
検
証
後
、
台
湾
に
お
け
る
観
光

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

自
立
し
た
地
域
づ
く
り

問　
第
一
次
産
業
の
振
興
策
を
前

に
進
め
る
と
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
を
中

心
に
、
し
ゅ
う
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
を

周
南
地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
市
内
産
の
農
林
水

産
物
の
利
用
促
進
と
新
た
な
販
路

の
開
拓
を
目
的
と
し
て
、
市
民
、

ま
た
県
内
外
に
向
け
て
情
報
発
信

を
行
う
。

問　
周
南
市
地
域
づ
く
り
計
画
に

共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

る
と
あ
る
が
具
体
策
は
何
か
。

答　
地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

企
業
、
学
校
等
、
２
つ
以
上
の
団

体
の
連
携
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
た
、

福
祉
や
子
育
て
、
環
境
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定
、

ま
た
、
そ
の
取
り
組
み
の
活
動
の

確
実
な
実
行
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
多
様
な
主
体
が
連

携
す
る
と
と
も
に
、
協
力
し
合
う

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
贈
る

問　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
と
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
社
会
が
急
激
に
変
化
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
先
行
き
不
透
明
な

時
代
、
想
像
も
し
な
い
ほ
ど
進
ん

だ
情
報
化
社
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
子
ど
も

た
ち
に
は
周
南
市
に
生
ま
れ
た
誇

り
、
愛
着
、
志
を
胸
に
し
な
が
ら
、

自
分
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
継

続
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い

く
姿
を
思
い
描
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自

立
し
た
一
人
の
人
間
と
し
て
主
体

的
に
判
断
で
き
る
力
、
多
様
な
考

え
を
持
つ
人
た
ち
の
こ
と
を
互
い

に
認
め
合
い
な
が
ら
共
に
協
働
す

る
力
、
自
分
で
課
題
を
見
出
し
て

自
ら
解
決
し
て
い
く
力
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

問　
周
南
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
の
整
備
の
必
要
性
は
ど
れ

く
ら
い
高
い
の
か
。

答　
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
生

き
て
い
く
上
で
、
非
常
に
重
要
な

教
育
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
周
南

市
だ
け
で
な
く
、
日
本
、
世
界
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
不
可
欠
な

教
育
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
思
っ
て
い
る
。

問　
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
空
調

設
備
の
整
備
と
は
。

答　
生
徒
が
、
夏
場
や
冬
場
の
期

間
に
学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。
一
斉
整
備

は
非
常
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る

た
め
、
平
成
28
年
度
は
基
本
設
計

を
し
、
実
施
設
計
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
効
果
が
大
き
い
と
期
待
さ
れ

る
５
校
か
ら
、
年
次
的
に
進
め
た
い
。

ま
ち
の
魅
力
向
上
と
発
信

問　
㈱
ト
ク
ヤ
マ
で
発
電
す
る
安

定
・
安
価
な
電
力
の
供
給
を
受
け

て
本
市
の
魅
力
向
上
を
図
る
と
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
電
力
活
用
推

進
事
業
の
取
り
組
み
は
、
周
南
市

な
ら
で
は
の
事
業
で
あ
る
。
市
街

地
と
隣
接
し
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
自
家
発
電
シ
ス
テ
ム
の
電
力

の
有
効
活
用
、
そ
し
て
中
心
市
街

地
へ
「
ひ
と
」「
し
ご
と
」
を
呼

び
込
む
展
開
を
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
整
備
は
、
㈱
ト
ク
ヤ

マ
の
東
工
場
の
電
気
施
設
か
ら
中

心
市
街
地
へ
専
用
の
電
線
路
を
敷

設
し
、
各
施
設
に
電
力
供
給
す
る
。

初
期
投
資
は
か
か
る
が
、
電
気
料

金
が
安
価
で
あ
り
、
長
期
的
に
見

る
と
、
料
金
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

投
資
の
回
収
は
10
年
程
度
と
見
て

い
る
。

問　
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
産
業
の
進

出
と
は
。

答　
こ
れ
か
ら
は
知
恵
の
時
代
に

な
り
、
数
値
や
量
で
表
す
こ
と
が

で
き
な
い
21
世
紀
型
の
新
し
い
価

値
を
創
造
す
る
産
業
が
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
産
業
で
あ
る
。
取
り
組
み

体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
戦
略
を

練
っ
て
い
る
。

問　
企
業
誘
致
の
た
め
の
税
制
優

遇
措
置
や
補
助
金
等
で
、
他
市
よ

り
有
利
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

は
何
か
。

答　
市
独
自
で
、
国
・
県
の
制
度

に
さ
ら
に
上
乗
せ
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
環
境
整
備
や
生
活
・
子
育

て
支
援
な
ど
で
総
合
的
な
町
の
価

値
を
高
め
、「
し
ご
と
」
が
「
ひ

と
」
を
呼
ぶ
好
循
環
の
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
の
活
性
化
策

問　
中
山
間
地
域
創
発
事
業
と
し

て
、
現
在
ま
で
ど
れ
く
ら
い
採
択

さ
れ
た
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
夢
プ
ラ
ン
の
策
定

支
援
で
12
団
体
、
実
現
支
援
で
９

団
体
、
好
循
環
創
出
支
援
で
６
団

体
を
採
択
し
て
い
る
。
今
後
、
全

市
に
拡
大
し
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

【
新
年
度
予
算
質
疑
】

重
点
配
分
及
び
今
後
の
見
通
し
は

問　
新
年
度
予
算
の
重
点
配
分
は
。

答　
厳
し
い
予
算
編
成
の
中
で
、

将
来
に
対
し
て
必
要
な
安
心
安
全
、

町
の
活
性
化
、
将
来
の
宝
で
あ
る

子
育
て
支
援
等
に
重
点
配
分
し
た
。

問　
今
後
の
財
政
見
通
し
は
。

答　
普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減

が
平
成
28
年
度
50
パ
ー
セ
ン
ト
、

29
年
度
が
70
パ
ー
セ
ン
ト
、
30
年

度
が
90
パ
ー
セ
ン
ト
、
31
年
度
が

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
一
本
算
定

に
な
る
。

　
自
主
財
源
で
も
、
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
地
価
の
下
落
が
続
い

て
お
り
、
法
人
市
民
税
も
増
を
見

込
む
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
歳

出
面
で
は
扶
助
費
の
増
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
費
の
増
な
ど
、
今

後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
風
景
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の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
任
命
し
、

こ
れ
ま
で
の
４
名
を
含
め
て
各
々

の
得
意
分
野
で
防
災
組
織
へ
派
遣

し
、
活
動
の
充
実
を
図
る
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定

問　
ハ
ー
ド
整
備
（
防
災
情
報
収

集
伝
達
シ
ス
テ
ム
・
新
庁
舎
等
）

が
大
き
く
動
き
出
し
た
今
こ
そ
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
不
可
欠
で
は
。

答　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
平
成
27
年
度
に

準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
策
定
に

至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
さ
ら

に
進
捗
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
完
成
ま
で
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
化
を
含
め
た
ソ
フ
ト
面
の
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。

文
化・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

問　
教
育
や
文
化
ス
ポ
ー
ツ
で
掲

げ
た
地
域
資
源
を
生
か
し
た
特
色

の
あ
る
教
育
、
ま
た
周
南
の
未
来

を
担
う
人
材
の
育
成
、
特
色
あ
る

文
化
の
発
信
と
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
ー
等
の
取
り
組

み
を
、
市
民
力
や
職
員
力
の
維
持

向
上
へ
ど
う
結
び
付
け
て
い
く
の

か
市
長
の
取
り
組
み
の
原
点
を
問
う
。

答　
一
朝
一
夕
で
は
な
く
て
、
長

期
的
な
視
点
か
ら
文
化
・
芸
術
等

も
、
さ
ら
に
進
め
、
進
化
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
が
、
人
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
周
南
市
の
価

【
施
政
方
針
質
疑
】

子
育
て
支
援
（
保
育
の
拡
充
）

問　
認
定
こ
ど
も
園
や
事
業
所
内

保
育
施
設
が
民
間
事
業
者
に
よ
り

開
設
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
施
設
に
な
る
の
か
。

答　
平
成
28
年
度
か
ら
認
定
こ
ど

も
園
が
２
施
設
、
事
業
所
内
保
育

施
設
が
１
施
設
、
小
規
模
保
育
施

設
が
２
施
設
開
設
さ
れ
、
全
体
で

１
１
１
名
の
拡
充
と
な
る
。

問　
民
間
事
業
者
の
参
入
に
よ
る

預
け
る
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
保
護
者
の
方
の
選
択
の
可
能

性
が
広
が
る
こ
と
が
、
一
番
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。

道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
の
展
開
は

問　
国
交
省
の
重
点
道
の
駅
に
認

定
さ
れ
、
３
年
目
を
迎
え
る
道
の

駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
の
さ
ら
な
る
発

展
に
、
市
と
し
て
ど
う
関
わ
っ
て

い
く
の
か
。

答　
新
た
な
福
祉
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ブ
ラ
ン
チ
（
相
談
窓

口
）
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
、
福

祉
の
視
点
か
ら
も
い
ろ
ん
な
可
能

性
が
あ
り
、
世
界
に
誇
れ
る
道
の

駅
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

発
達
障
害
支
援

問　
大
人
の
発
達
障
害
の
連
続
講

座
と
は
。
ま
た
、
今
後
の
支
援
の

拡
充
は
。

答　
年
間
７
回
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
支
援
者
、
当
事
者
、
家

族
等
を
対
象
と
し
て
い
る
。
今
後

も
継
続
し
て
取
り
組
み
、
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
活
動
の
活
性
化

問　
こ
れ
ま
で
自
主
防
災
組
織
活

動
の
ハ
ー
ド
的
支
援
は
設
立
支
援

が
主
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
地
域
で
の
活
動
格
差
解
消
支
援

に
取
り
組
ま
れ
る
が
、
ソ
フ
ト
的

な
支
援
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答　
平
成
27
年
度
に
本
市
５
人
目

値
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

【
新
年
度
予
算
質
疑
】

学
校
非
構
造
物
耐
震
改
修
事
業

問　
学
校
の
非
構
造
物
耐
震
改
修

事
業
の
状
況
は
。

答　
対
象
は
体
育
館
の
つ
り
天
井

部
分
で
残
り
は
８
校
分
。
平
成
28

年
度
は
２
校
の
実
施
設
計
を
行
い
、

今
後
３
カ
年
の
計
画
で
取
り
組
む
。

【
一
般
質
問
】

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定

問　
ど
の
よ
う
な
自
然
災
害
等
が

起
こ
っ
て
も
機
能
不
全
に
陥
ら
ず
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
り
続
け
る

強
靭
な
地
域
を
つ
く
り
上
げ
る
た

め
の
「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」

の
策
定
状
況
は
。

答　
平
成
27
年
度
中
に
県
の
計
画

が
策
定
予
定
で
あ
る
た
め
、
そ
の

後
、
本
市
の
計
画
策
定
に
向
け
た

検
討
を
開
始
す
る
。

【
施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
質
疑
】

新
徳
山
駅
ビ
ル
や
新
庁
舎
に
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
企
業
か
ら
余
剰
電
力
の

供
給
を
受
け
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

整
備

問　
㈱
ト
ク
ヤ
マ
東
工
場
か
ら
電

力
供
給
を
受
け
る
と
い
う
他
の
都

市
で
は
真
似
の
で
き
な
い
画
期
的

な
施
策
だ
が
、
送
受
電
設
備
が
市

の
負
担
と
な
れ
ば
大
き
な
投
資
が

必
要
で
は
な
い
か
。
費
用
対
効
果

は
大
丈
夫
か
。

答　
工
事
は
、
不
確
定
だ
が
５
億

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
電
力

量
は
最
終
的
に
は
７
０
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
枠
で
現
行
電
力
単
価
よ
り

３
割
程
度
安
く
な
り
、
年
間
電
気

料
金
削
減
額
は
１
億
２
０
０
０
万

円
と
試
算
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
安
定
・
安
価
な
電
力
供

給
を
う
た
う
こ
と
で
周
辺
地
域
の

魅
力
が
高
ま
る
。

問　
新
徳
山
駅
ビ
ル
や
新
庁
舎
の

竣
工
に
間
に
合
う
の
か
。
中
国
電

力
の
受
電
装
置
と
二
重
投
資
に
な

ら
な
い
か
。

公
明
党﹇

議
員
名
﹈

　
吉
平
龍
司
、
相
本
政
利

　
金
井
光
男
、
金
子
優
子

参
輝
会﹇

議
員
名
﹈

　
福
田
文
治
、
長
嶺
敏
昭

　
青
木
義
雄
、
岸
村
敬
士

今
後
、
福
祉
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

窓
口
が
設
置
さ
れ
る
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ

つ
り
天
井
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会 派 質 問

答　
新
徳
山
駅
ビ
ル
、
新
庁
舎
の

開
館
は
、
平
成
30
年
度
を
目
途
に

し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
間
に
合
わ

せ
、
無
駄
な
二
重
投
資
は
避
け
た
い
。

問　
新
徳
山
駅
ビ
ル
に
利
用
す
れ

ば
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

下
が
る
が
、
指
定
管
理
料
の
査
定

に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
く
の
か
。

答　
新
徳
山
駅
ビ
ル
の
指
定
管
理

業
者
が
決
ま
り
契
約
を
結
ぶ
段
階

で
は
中
国
電
力
の
単
価
を
示
し
た

も
の
で
契
約
す
る
が
、
電
気
料
金

が
削
減
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
り
、

「
変
更
が
あ
る
」
と
い
う
条
文
を

加
え
契
約
に
対
応
す
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

問　
中
山
間
地
域
企
業
促
進
事
業

で
、
我
々
が
か
ね
て
よ
り
提
案
し

て
き
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘

致
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
予
算
の
内
容
は
ど
う
か
。

答　
施
設
の
改
修
補
助
と
し
て
３

０
０
万
円
、
不
動
産
の
賃
貸
料
補

助
と
し
て
50
万
円
、
通
信
回
線
の

使
用
料
補
助
と
し
て
５
万
円
で
あ
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

駅
西
側
に
新
設
す
る
駐
車
場
に
加

え
、
駅
前
地
下
駐
車
場
も
一
定
時

間
無
料
に

問　
新
設
す
る
徳
山
駅
西
駐
車
場

は
、
最
低
で
も
１
時
間
無
料
に
す

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
新
徳
山
駅
ビ
ル
図
書
館
利
用

者
の
平
均
滞
留
時
間
を
１
時
間
と

想
定
し
、
条
例
案
で
１
時
間
無
料

と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
徳
山

商
店
連
合
協
同
組
合
の
共
通
駐
車

サ
ー
ビ
ス
券
も
利
用
で
き
る
駐
車

場
に
し
た
い
。
１
時
間
を
超
え
た

場
合
、
最
初
の
１
時
間
以
内
は
２

０
０
円
、
以
後
30
分
ご
と
に
１
０

０
円
加
算
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問　
駅
前
地
下
駐
車
場
は
駐
車
ス

ペ
ー
ス
な
ど
、
時
代
の
要
求
に
即

応
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
と
も
に

利
用
料
金
の
一
定
時
間
無
料
化
を

ぜ
ひ
と
も
英
断
し
て
商
店
街
へ
の

回
遊
性
、
滞
留
性
を
高
め
る
戦
略

が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

答　
駅
前
地
下
駐
車
場
は
、
平
成

28
年
度
に
設
計
、
29
年
度
に
工
事

を
実
施
し
、
30
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

一
定
時
間
無
料
制
度
は
、
利
用
者

の
利
便
性
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス

で
あ
り
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、

幾
つ
か
の
課
題
も
あ
る
。

周
南
市
に
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」

に
ま
つ
わ
る
真
田
氏
の
痕
跡
が

問　
久
米
院
内
の
原
江
寺
に
真
田

幸
村
の
子
、
幸
晴
夫
婦
の
も
の
と

言
わ
れ
る
墓
と
六
文
銭
を
彫
っ
た

石
碑
が
存
在
す
る
。
こ
の
ほ
ど
、

新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
伝
説
・

伝
承
か
ら
史
実
に
近
づ
い
た
が
、

こ
の
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
や
周

南
市
Ｐ
Ｒ
の
起
爆
剤
に
な
る
可
能

性
を
十
分
含
ん
で
い
る
が
、
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

答　
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
さ
ら
に
は
放

送
終
了
後
も
含
め
新
し
い
史
実
を

期
待
し
な
が
ら
、
地
域
の
取
り
組

み
内
容
を
伺
い
、
可
能
な
支
援
の

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
質
疑
】

子
育
て
支
援
の
方
針
は

問　
医
療
費
の
助
成
が
小
学
６
年

生
ま
で
拡
充
と
な
っ
て
い
る
が
、

中
学
生
ま
で
広
げ
て
い
く
視
点
が

あ
る
の
か
。

答　
視
野
に
置
き
、
取
り
組
む
。

問　
公
立
保
育
所
の
再
編
整
備
の

加
速
化
は
、
保
護
者
や
地
域
現
場

の
声
を
掌
握
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

答　
現
場
の
保
育
士
、
ま
た
保
護

者
の
声
を
聞
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
民

営
化
へ
の
移
行
を
考
え
、
進
め
る
。

新
徳
山
駅
ビ
ル
に
民
間
活
力
図
書

館
導
入
へ
の
方
向
性

問　
指
定
管
理
者
の
選
定
は
公
開

と
な
る
が
、
何
を
最
も
重
視
す
る

の
か
。
ま
た
、
回
遊
性
へ
の
考
え

方
は
ど
う
か
。

答　
お
も
て
な
し
の
場
・
市
民
の

居
場
所
・
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
場

所
を
実
現
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
こ
の
３
つ
の
実
現
に
よ
り
、

回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
山
間
地
域
の
振
興
は

問　
農
業
委
員
会
の
仕
組
み
が
変

わ
り
、
農
地
の
確
保
を
中
間
管
理

機
構
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
方

向
性
は
ど
う
か
。

答　
所
管
課
と
や
ま
ぐ
ち
農
林
振

興
公
社
と
協
力
し
、
農
地
の
確
保

を
し
て
い
く
。
ま
た
、
現
在
の
農

業
委
員
と
協
議
し
て
、
新
し
い
農

業
に
取
り
組
む
。

問　
空
き
家
対
策
と
し
て
、
遊
休

施
設
の
活
用
だ
け
で
十
分
な
の
か
。

答　
中
須
と
須
金
の
医
師
住
宅
、

ま
た
そ
の
他
使
え
る
施
設
を
移

住
・
定
住
促
進
に
活
用
す
る
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

用
語
説
明

※

中
間
管
理
機
構

農
用
地
等
を
貸
し
た
い
と
い
う
農
家
（
出

し
手
）
か
ら
農
用
地
等
の
有
効
利
用
や
農

業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
担
い
手(

受

け
手)

へ
農
用
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

を
進
め
る
た
め
、
農
用
地
等
の
中
間
的
受

け
皿
と
な
る
組
織
。

嚆
矢
会﹇

議
員
名
﹈

　
古
谷
幸
男
、
西
田
宏
三

　
尾
﨑
隆
則
、
友
田
秀
明

※

※

 

用
語
説
明

※

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

市
街
地
に
あ
る
企
業
ま
た
は
団
体
の
本
社

か
ら
、
離
れ
た
所
に
分
散
し
て
設
置
さ
れ

た
オ
フ
ィ
ス
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
通
信

設
備
を
完
備
し
従
業
員
に
提
供
し
、
完
全

な
在
宅
勤
務
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
通
勤

の
混
雑
緩
和
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

徳
山
駅
前
駐
車
場

移
住
者
用
住
宅
と
し
て
活
用
さ
れ
る

旧
須
金
診
療
所
医
師
住
宅
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【
会
派
一
般
質
問
】

大
型
商
業
施
設
の
出
店
に
伴
う
安

全
対
策
は

問　
本
年
秋
に
青
山
町
に
大
型
商

業
店
舗
が
出
店
す
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
工
事
期
間
中
及
び
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
で
変
則
的

な
交
差
点
の
安
全
対
策
は
。

答　
青
山
町
交
差
点
は
県
道
、
市

道
３
線
が
交
差
し
、
朝
夕
は
慢
性

的
な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
周

辺
の
安
全
対
策
と
し
て
、
地
元
自

治
会
や
小
学
校
関
係
者
等
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
市
、
県
、
警
察
、

商
業
者
等
が
一
体
と
な
っ
て
、
県

道
、
市
道
の
車
線
増
加
や
安
全
な

歩
行
者
動
線
の
確
保
を
盛
り
込
ん

だ
交
差
点
改
良
計
画
を
策
定
し
た
。

 

今
後
は
計
画
に
基
づ
き
工
事
が

実
施
さ
れ
る
。
工
事
中
お
よ
び
供

用
開
始
時
に
お
い
て
も
交
通
誘
導

員
を
配
置
し
て
安
全
対
策
に
万
全

を
期
す
る
。
ま
た
、
完
成
後
も
安

全
対
策
等
の
検
証
を
実
施
し
、
必

教
育
環
境
の
整
備
は

問　
中
学
校
か
ら
空
調
整
備
の
整

備
を
行
う
が
、
小
学
校
の
整
備
に

つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　
小
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
の
状
況
を
見
て
検
討
す
る
。

市
道
改
良
単
独
事
業
予
算
拡
大

問　
昨
年
の
一
般
質
問
で
取
り
上

げ
た
が
、
予
算
は
幾
ら
に
な
っ
た

の
か
。

答　
平
成
27
年
度
は
６
２
５
万
円

が
、
28
年
度
は
２
６
７
５
万
円
と

大
幅
に
増
額
し
た
。

【
会
派
一
般
質
問
】

古
川
跨
線
橋
か
け
か
え
の
進
捗
状

況
は

問　
古
川
跨
線
橋
の
か
け
か
え
に

よ
る
通
行
止
め
の
期
間
と
交
通
渋

滞
対
策
は
。

答　
通
行
止
め
に
つ
い
て
は
、
工

事
計
画
の
中
で
示
し
て
い
く
。
渋

滞
対
策
は
、
企
業
や
市
民
と
検
討

し
、
合
意
形
成
を
図
り
、
情
報
提

供
を
し
っ
か
り
し
て
進
め
て
い
く
。

熊
毛
地
域
の
上
水
道
の
整
備
状
況
は

問　
熊
毛
地
域
の
上
水
道
の
供
給

地
区
・
説
明
会
の
開
催
日
程
、
団

地
外
で
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
へ
の
対
応
は
。

答　
平
成
28
年
度
中
に
、
全
て
の

簡
易
水
道
区
域
で
供
給
さ
れ
る
。

説
明
会
は
、
28
年
度
の
早
い
時
期

か
ら
小
さ
な
単
位
で
行
う
。
ま

た
、
未
普
及
地
域
は
、
本
管
か
ら

分
岐
す
る
管
と
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
等
に
つ
い
て
は
、
加
入
す
る
世

帯
の
費
用
負
担
と
な
る
が
、
事
業

の
説
明
を
し
、
加
入
促
進
に
努
め

て
い
る
。

西
部
３
地
区
へ
の
取
り
組
み

問　
夜
市
・
戸
田
・
湯
野
の
地
域

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
山
・
川
・
海
な
ど
の
自
然
環

境
、
湯
野
温
泉
の
観
光
、
道
の
駅

を
拠
点
に
し
た
農
業
漁
業
の
振
興

な
ど
、
多
様
な
資
源
の
可
能
性
を

秘
め
た
地
域
で
あ
る
。
３
地
区
が

連
携
し
、
人
口
定
住
や
活
性
化
を

職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
く
。

武
道
館
建
設
は

問　
周
南
市
に
武
道
館
は
必
要
か
。

答　
周
南
市
武
道
連
盟
か
ら
県
立

武
道
館
建
設
の
要
望
が
あ
り
、
確

実
に
一
次
要
望
の
中
に
上
げ
て
い

く
体
制
を
と
る
。

単
市
土
地
改
良
事
業
の
受
益
者
負

担
は
こ
れ
で
よ
い
か

問　
単
市
土
地
改
良
事
業
の
受
益

者
負
担
を
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
単
市
土
地
改
良
事
業
の
制
度

の
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
検
討
す
る
。

要
な
改
善
を
行
う
。

新
徳
山
駅
ビ
ル
の
管
理
運
営

問　
現
在
の
直
営
図
書
館
５
館
と

の
す
み
分
け
を
言
わ
れ
て
い
る
が
、

イ
メ
ー
ジ
的
に
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
既
存
の
５
館
の
図
書
館
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
域

の
読
書
活
動
、
生
涯
学
習
の
支

援
、
郷
土
資
料
や
地
方
行
政
資
料

等
を
収
集
、
整
理
、
保
存
し
、
活

用
す
る
中
で
知
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
う
。
一
方
、
新
し
い
図

書
館
は
民
間
活
力
を
導
入
し
、
年

中
無
休
と
夜
遅
く
ま
で
の
開
館
に

よ
り
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
場

所
に
な
る
。

　
ま
た
、
お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
本
を

読
ん
だ
り
、
電
車
や
バ
ス
の
待
ち

時
間
に
利
用
す
る
な
ど
、
知
の
広

場
と
し
て
、
気
軽
で
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
使
い
方
を
し
て
も
ら
え
る
。

　
他
市
に
お
い
て
選
書
の
問
題
が

発
生
し
て
い
る
が
、
新
し
い
図
書

館
と
既
存
の
直
営
５
館
の
館
長
が

運
営
、
選
書
に
つ
い
て
協
議
す
る

仕
組
み
を
考
え
る
。

【
施
政
方
針
質
疑
】

周
南
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取
り
組
み
は

問　
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
来

年
度
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

と
し
て
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
周
南
市
版

ネ
ウ
ボ
ラ
を
目
指
す
と
施
政
方
針

に
掲
げ
て
い
る
が
、
目
指
す
べ
き

方
向
性
は
。

答　
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
妊
娠
期
の

妊
婦
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
、

そ
の
子
育
て
を
す
る
家
族
を
長
い

期
間
に
わ
た
っ
て
支
援
を
す
る
場

を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
28

年
度
は
、
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
一
番
基
に
な
る
部
分
を
つ
く
り
、

以
後
は
相
談
の
場
を
各
地
域
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
広
げ
て
い

き
、
直
接
子
ど
も
さ
ん
や
家
族
の

方
に
、
町
の
保
健
師
や
専
門
職
が

応
対
し
、
き
め
細
か
な
支
援
を
す

る
体
制
を
目
指
し
て
い
る
。

刷
新
ク
ラ
ブ

﹇
議
員
名
﹈

　
小
林
雄
二
、
田
中
和
末

　
田
村
隆
嘉

慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
す
る
青
山
町
交
差
点
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会 派 質 問

【
施
政
方
針
質
疑
】

少
子
化
対
策
の
本
気
度
を
問
う

問　
子
育
て
す
る
な
ら
周
南
市
を

標
榜
す
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
場

合
で
も
、
保
育
所
入
所
を
可
能
に

す
べ
き
だ
。
若
い
人
は
働
き
、
子

育
て
と
年
配
者
を
養
う
大
き
な
任

務
を
果
た
し
て
い
る
。
小
学
生
に

待
機
児
童
は
お
ら
ず
、
可
能
な
は

ず
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
の
決
意
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援

は
待
っ
た
な
し
で
あ
り
、
し
っ
か

り
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
す
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

八
代
の
鶴
保
護

問　
八
代
地
区
を
自
衛
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
飛
ん
だ
よ
う
だ
が
、

ど
う
対
処
さ
れ
た
か
。

答　
２
月
25
日
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

飛
行
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
に
文
書

で
飛
行
自
粛
要
請
を
行
っ
た
。

学
校
給
食

問　
宇
部
市
で
前
日
製
造
さ
れ
た

パ
ン
が
届
く
学
校
は
。

答　
小
学
校
で
は
、
菊
川
・
沼
城
・

夜
市
・
戸
田
・
湯
野
・
富
田
東
・

富
田
西
・
福
川
・
福
川
南
・
和
田
、

中
学
校
で
は
、
菊
川
・
桜
田
・

須
々
万
・
富
田
・
福
川
・
和
田
の

16
校
で
あ
る
。

問　
市
内
業
者
製
造
の
当
日
焼
き

パ
ン
の
提
供
は
、
こ
れ
ま
で
提
供

し
て
い
た
業
者
の
信
頼
回
復
が
で

き
れ
ば
、
以
前
の
よ
う
な
形
は
あ

り
う
る
と
の
こ
と
だ
が
、
信
頼
回

復
の
条
件
と
は
。

答　
充
実
し
た
施
設
と
徹
底
し
た

衛
生
管
理
が
必
須
で
あ
る
。

問　
学
校
給
食
の
異
物
混
入
が
、

県
内
で
最
多
の
状
況
の
解
決
法
は
。

答　
新
た
に
作
成
中
の
異
物
混
入

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
完
成
と
確
実

な
実
施
、
さ
ら
に
大
量
調
理
施
設

に
お
け
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
に
着
手
し
た
い
。

街
の
緑
と
景
観
を
守
る
に
は

問　
透
か
し
剪
定
を
採
用
し
て
は
。

答　
剪
定
時
期
と
木
に
優
し
い
剪

定
方
法
の
検
討
を
行
い
、
落
ち
葉

の
量
の
縮
減
と
清
掃
活
動
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

【
施
政
方
針
質
疑
】

野
犬
対
策

問　
野
犬
対
策
と
し
て
平
成
21
年

頃
か
ら
ず
っ
と
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
効
果
が
出
て
い
な
い
。
先
日
、

周
南
団
地
交
番
に
パ
ト
ロ
ー
ル
中

に
緑
地
公
園
に
も
入
っ
て
も
ら
い

給
餌
者
に
対
し
「
市
の
条
例
違
反

で
す
よ
」
な
ど
の
呼
び
か
け
を
依

頼
し
た
が
、
今
後
市
と
し
て
は
具

体
的
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
平
成
27
年
度
は
、
２
月
末
で

２
２
７
件
と
苦
情
が
前
年
度
ま
で

の
倍
以
上
で
、
周
南
緑
地
だ
け
で

87
件
、
全
体
の
３
割
を
占
め
て
い

る
。
今
後
は
、
迷
惑
な
餌
や
り
禁

止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
に
チ
ラ
シ
配
布
、
５
基
の
新

型
捕
獲
器
の
設
置
、
ま
た
、
巣
穴

の
撤
去
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
う

な
ど
の
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

問　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ

ン
プ
地
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
昨
年
６
月

の
提
案
以
降
の
検
討
で
対
象
と
な

る
国
、
競
技
、
使
用
す
る
施
設
、

誘
致
方
法
な
ど
の
整
理
は
で
き
た
か
。

答　
対
象
国
は
、
姉
妹
都
市
提
携

の
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
を
中
心
に
働
き
か
け
る
。
競

技
種
目
は
柔
道
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
６

競
技
、
練
習
施
設
は
キ
リ
ン
ビ
バ

レ
ッ
ジ
周
南
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
し
た
。
柔
道
は
、
組
織
委

員
会
を
通
じ
て
事
前
キ
ャ
ン
プ
候

補
地
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
し
、

他
の
競
技
は
県
と
関
係
市
町
で
構

成
す
る
組
織
で
各
国
の
競
技
団
体

に
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
機
運
の

醸
成
の
た
め
に
も
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
模
索
し
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
地

の
誘
致
の
成
功
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
質
疑
】

高
齢
者
の
バ
ス
利
用
に
運
賃
助
成
を

問　
比
較
的
元
気
な
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
、
外
出
し
て
い
な
い
状
況

で
社
会
参
加
や
ひ
き
こ
も
り
等
を

な
く
す
た
め
、
バ
ス
運
賃
の
助
成

を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
本
市
で
は
、
市
域
が
広
い
こ

と
か
ら
、
バ
ス
料
金
の
助
成
を
行

っ
た
場
合
、
住
ん
で
い
る
地
域
に

よ
っ
て
不
公
平
感
が
生
じ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

問　
市
域
が
広
く
て
も
岩
国
市
や

山
口
市
で
は
実
施
し
て
い
る
。
県

内
で
人
口
が
10
万
人
以
上
の
市
で
、

実
施
し
て
い
な
い
の
は
周
南
市
だ

け
だ
が
ど
う
か
。

答　
バ
ス
運
賃
助
成
に
つ
い
て
は
、

事
業
効
果
も
あ
わ
せ
て
研
究
し
た
い
。

問　
こ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
は
、

そ
の
自
治
体
の
福
祉
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
に
も
な
る
。
市
長
の
政
治
姿

勢
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
「
共
に
」
の
仕
組
み
づ
く
り

の
中
で
、
福
祉
政
策
を
行
う
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

﹇
議
員
名
﹈

　
中
村
富
美
子

樹
木
の
樹
形
を
生
か
す
透
か
し
剪
定

野
犬
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の

緑
地
公
園
内
巡
回
の
様
子

政
志
会﹇

議
員
名
﹈

　
伴
　
凱
友
、
長
谷
川
和
美

ア
ク
テ
ィ
ブ

﹇
議
員
名
﹈

　
岩
田
淳
司
、
井
本
義
朗
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政治倫理条例の改正政治倫理条例の改正政治倫理条例の改正
（施行日：平成28年６月20日）

1 3

2

　周南市議会では、市民と議会との一層の信頼関係を築くため、平成27年６月に政治倫理条例検
討特別委員会を設置して、大幅に条例の見直しを進めてきました。
　合計12回の委員会で協議を行った結果、第２回定例会本会議において、「周南市政治倫理条例の
全部の改正する条例制定について」が全会一致で可決されました。このことにより、平成28年３月
16日をもって政治倫理条例検討特別委員会は解消されることとなりました。
　今回の特集では、周南市政治倫理条例の改正の概要について説明します。

　周南市議会においては平成17年に政治倫理条例を制定し、市民と議員、相互の信頼関係を築くた
め、政治倫理規準に基づいた、市政の推進・発展に努めてきました。しかし、制定以来10年を経過し
たことから、時代にふさわしく、周南市議会としてより精度の高い政治倫理の確立を目指すこととし
ました。

改正の目的

第７条　資産等報告書の提出対象者
土地、建物、預貯金、借入金、貸付金等の資産等報告書の提出対象者
議長、副議長　　　全議員

改正の内容（拡大）

第16条　市民の調査請求権
・議員、市長の資産等報告書等
　に関する疑義
・政治倫理規準に違反する疑い

新たにこの３点が調査請求対象に追加さ
れました。
・請負契約等の辞退に違反する疑い
・指定管理者の指定の禁止に違反する疑い
・これ以外に、この条例に明らかに違反
する疑い

第４条「市」との請負契約等の辞退の範囲
・議員、市長並びにこれらの配偶者及び
１親等の　血族　　　親族
・議員、市長並びにこれらの配偶者及び
１親等の　血族という個人

1
改正の内容（新設）

第５条　指定管理者の指定の禁止
　議員、市長並びにこれらの配偶者及び１親等の
親族が役員をしている企業、団体は原則指定管理
者になることはできません。また、指定管理者が
公共団体又は公共的団体の場合は、「市」との請
負契約等の辞退に努めることになりました。

2第９条　資産等報告書等の審査
　資産等の報告書等については毎
年、政治倫理審査会の審査を受け
ることになりました。

※条例の詳細については、市議会のＨＰをご覧ください。　周南市議会  で  検索  を

　　　議員、市長
並びにこれらの配
偶者及び１親等の
親族

　　　議員、市長
等の親族が役員や
実質的に経営に携
わっている企業

個人 企業

特集特集
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報告：損害賠償の額を定めることに関する専決処分について（２件）　議会報告：例月出納検査の結果（２件）、定期監査結果（２件）
行政報告：周南市介護老人保健施設使用料手数料条例の改正漏れについて

臨 時 会 の 概 要
新徳山駅ビル建設の中核施設としてカルチュア・コンビニエンス・クラブ
と連携した図書館設置計画の是非を問う住民投票条例制定について

議案等の議決結果
 賛成多数で可決
・工事請負契約の締結について（３件：（仮称）新徳山駅ビル
及び付帯駐車場棟の建築主体、電気設備、空調設備工事）

 全会一致で承認
・市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制
定についての専決処分を報告し、承認を求めることについて

 参考人に対する主な質疑
問　愛知県小牧市で、ＣＣＣと連携した新図書館計画
が問題となったから、民間活力導入図書館を問題とし
たのか。
答　小牧市で問題が発生して、小牧市の方々と情報交
換をする中で、大変さを知り、今回の住民投票条例制
定の直接請求運動を始めた。
問　駅ビル建設自体は賛成で、民間活力導入図書館
についての賛否が問いたいのか。
答　民間活力導入図書館の建設に反対である。
問　署名活動は、民間活力導入図書館建設に反対と
いう１点に絞って行われたのか。
答　署名簿の表紙に、新徳山駅ビルの中核施設として
ＣＣＣと連携した図書館設置計画の是非を問う住民
投票条例制定と記載され、署名収集受任者にもその
旨を伝え、そのような趣旨で集められたと、理解して
いる。

 執行部に対する主な質疑
問　住民投票を求める住民に対して、市が対案を求めることが
正しい態度だと思うか。
答　民間活力導入図書館に決定して以来、２年間経過し、議
会、特別委員会の決定および市民の皆様の意見も反映しなが
ら進めてきた。住民投票を行わず、粛々と進めたいため、対案が
ない請求は非常に難しい。

　討論前に、条例の題名を変更し、投票の期日を市議会議員
選挙に合わせること、また投票率50パーセント以上を成立要
件とする修正案が提出されました。
賛成討論  否決すれば、住民を政治から遠ざけることになる。
反対討論　進捗状況を確認しながら、問題点をただし、他市で
発生した問題についても、選書や運営方法について、市が責任
を持つことを確認してきた。駅ビル着工が目前に迫っているこ
の段階で住民投票を行うのは、大幅な後退につながる。
委員会審査結果　原案および修正案ともに否決（賛成少数）

　この議案は、市がＣＣＣ（カルチュア・コンビニエンス・クラブ）と連携して図書館の整備を進めることに反対する署名が
8,739名分集められ、住民投票条例制定の本請求がされたことを受け、２月17日に議会に上程されました。
　木村市長は住民投票条例制定により事業が中断されれば市民の損失は多大で、市民や議会と一緒に進めてきた事業であ
るため、制定すべきでないと否決を求めました。19日には条例制定請求代表者の意見陳述、委員会審査が行われました。

論討ので議会本

 徳山駅周辺整備対策特別委員会での審査
　議案の審査をより慎重に行うため、条例制定請求代表者を参考人として招致し、意見聴取および質疑を行いました。

■ 住民投票をするということは、
この計画をもう一度皆で徹底し
て議論し直すということであ
る。住民の納得を得ないまま進
めると、まちづくりは停滞する。
■ 市政は市民の協力なしには成
り立たず、市民のための市政で
なければならない。住民投票条
例は、市民参画の立場からも市
政へ市民が関与する上で、大変
重要である。

■ 民間活力導入図書館の計画以上に市民の期待に応え、町のにぎわいを生み出
せるものはない。住民投票には反対であるが、8,739名の署名が集まった事実
はしっかり受け止め、今後市民の理解が高まるよう最善の努力をすることを望む。
■ 中央図書館があり、無駄な投資との意見だが、中央図書館はさらなる市民参
画を促し、レファレンス機能の充実や旬な話題に即応した図書展示など、独自の
活性化を目指し、市民ニーズに応えていくことで他の図書館にも刺激を与える。
民間活力導入図書館と既存の図書館は、市民のために連携しながら、今後は
別々の進化発展をしていくべきである。
■ ＣＣＣが指定管理者になることへの危惧が反対理由だが、指定管理者は公募
により決定されるため、住民投票の焦点にならず、直接民意を問うには根拠が
不十分である。

賛成 反対

否決
（賛成少数）
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問　ＰＦＩ導入は見込みがあってのことなのか。
答　新センターは、ＰＦＩ事業導入の検討対象となる、建設
費10億円以上、運営経費も各年度１億円相当であるため、
市にとってメリットがあるのかをしっかり検証するため、導
入可能性調査に着手したい。
問　総合戦略で出生率を上げていくと掲げているが、出生
率が上がった場合、4,000食の新センターで足りるのか。
答　実際の調理能力に対する平成32年時点での実数は
90パーセントよりも低くなるので、すぐに足りなくなるとい
う状況ではない。

問　当初の計画では、なるべく自校式に近い形で12セン
ターという計画であった。12センターから７センターに、ま
た4,000食の大型センターへ変更とあるが、当初の理念か
らは変わっているのでは。
答　学校の統廃合、また児童生徒の推移も見ながら、計画
をつくるが、その時の状況でずれ
がどうしても出てくるので、現状
の中で対応可能な方法を探って
きた。今最もこうあるべきだとい
うことはしっかり考えている。

委員会レポート
各常任委員会が議案の審査以外に調査を行ったものや、特別委員会での協議内容を報告します！

福川漁港用地に西部地区学校給食センターを整備

周南市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定について 周南市地域公共交通網形成計画について

◆ 執行部の説明（要旨）◆
　築後35年が経過した徳山西・新南陽センターは、老朽化が進み、一刻も早い代替施設の整備が必要であるため、新南陽
福川漁港用地に4,000食の新センターを整備したい。平成28年度は、用地の地質・土壌調査、造成工事、ＰＦＩ方式の導入
可能性調査を行う。その結果、ＰＦＩが有効という場合、また無効で直接施工となる場合、どちらでも遅くとも32年度当初稼
働を目指している。

教育福祉委員会での調査

◆ 執行部の説明（要旨）◆
　計画策定の目的は、公共交通の役割を明確にし、まちづ
くりに寄与する持続可能な公共交通を形成するため、公共
交通ネットワークの将来像やその実現に向けた方策につい
て示した、公共交通のマスタープランとすることであり、基
本理念を「共につくり未来につなぐ公共交通」とした。

問　これまでの計画と今回の違いは。
答　大きな違いは、バス路線を再編することである。
問　コミュニティー交通の導入地区数の目標値を８地区と
した根拠は。また、地域への車両の提供等はあるのか。
答　現在、鹿野、大道理、大津島の３地区にコミュニティー
交通を導入している。加えて昨年、中山間地域検討会で検
討した、中須、須金、長穂、須々万と、現在地元と生活交通
に関する協議を行っている八代の５地区を想定して、トータ
ルで８地区と目標値を設定した。また、地域を支援する取
り組みで、車両などの初期費用等について行政で負担でき
るよう検討する。
問　観光施設への巡回型路線とあるが、医療機関への循
環線を検討してはどうか。
答　新しくなる動物園および駅ビル間の狭いエリアでの循
環を想定し、病院への循環は想定していない。医療機関等
に直接行く路線は、別の事業で交通事業者と検討していく。

環境建設委員会での調査

◆ 執行部の説明（要旨）◆
　周南市総合戦略（案）及び周南市総合戦略に関する決議
に対する対応について、前回の委員会での質疑や各会派か
らの意見を基に、議会からの要望決議に対し、「掲載を見
送る」としていた表現を、「素案を修正し、事業実施に向け
て、調査・研究を行う」と、「事業実施の可能性について、
調査・研究を行う」という２種類の表現に修正した。
　また、若い女性の人口減少に対する施策を構築して、今
後、総合戦略に掲載できるように取り組んでいきたい。
　今後は、ＰＤＣＡサイクルを導入し、ＫＰＩの達成に向けた
検証を行う中で、より効果的な施策展開が図れるよう努め、
議会からの提案事業も、調査・研究を重ねた上で検討し、
実施が可能となった時点で総合戦略を修正していきたい。
　また、これから先の社会情勢などを見極め、まちづくり
総合計画後期基本計画の策定時においても、内容を検討
したいと考えている。
用語の説明　※ＫＰＩ 組織や事業、業務の目標の達成度合いを図る適
量的な指標のこと
　今回、周南市まち・ひと・しご
と創生総合戦略が、２月１日に
公表されたことから、周南市総
合戦略等策定に関する特別委
員会は、２月臨時会での報告を
もって解消しました。

※

建設予定地の福川漁港用地
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　周南市議会では、市民の皆さまのご意見を参考に議会だよりを分かりやすく読みやす
い紙面とするため、議会だより53号（平成28年２月15日発行）でアンケートを実施しま
した。67人の方からご回答頂いたアンケートの集計結果を報告いたします。
　皆さんの意見を参考に、議会だより編集委員会で協議を重ね、５月１日発行号から紙面
をリニューアルしました。今後とも、より市民の皆さんが議会に興味を持っていただけるよ
う、充実した紙面づくりに努めてまいります。今後も議会だよりをぜひご愛読ください。

〇実施期間：平成28年２月15日～平成28年２月29日
〇件　　数：67件　
〇性　　別：男性：26人、女性41人　
〇年　　齢：20代 7.5％、30代 19.4％、40代 10.4％、

50代 12％、60代 23.8％、70代 16.4％、
80歳以上～ 9％、無回答 1.5％

たくさんのご応募をいただき、誠にありがとうございました。

議会だよりアンケートの集計結果議会だよりアンケートの集計結果 応募いただいた方の中から抽選で33人の方にプレゼ
ント（徳山動物園年間パスポート、まどみちおさんグ
ッズ）を進呈しました。当選の発表は、賞品
の発送をもってかえさせていただきます。

表紙
・表紙を見た時、内容が難しそうだと最初に感じました。
委員会レポート（その１）
・各委員会での活動の詳細が理解できる。　　
・どのようなことが問題になっているかがよく分かる。　
一般質問
・議員の方の個人の関心事、力を入れたい事が分かる。
・各議員の取り組みと市民の意見が通じているか分かる。
・顔写真を取り入れたので名前と顔が一致できる。
アンケート
・アンケートで市民の意見を取り入れる事は、重要ですば
らしいと思うから。

問１.「議会だより」を読んでいますか

問3. 今回の「議会だより」を手にとってみて、どのように感じましたか。

問4. 今回リニューアルした一般質問のページについて、どのように感じましたか。

問5. 議会で議論された内容は何
で得ますか。（複数回答可）

問6.「議会だより」で関心のある
記事は何ですか。（複数回答可）

問7. 「議会だより」でどのような情報が知りたいですか。

問8. タイトル

問２. 今回の「議会だより」でよかったページはどこですか。（複数回答可）
また、その理由をお聞かせください。

・新徳山駅や中心市街地の今後の動向。
・子育て支援や世代別に聞いた街の声。
・一般質問の詳細な内容、その後の経過について。　
・議員の政務調査費の公開情報、その他の質問の詳細、議員ごとの
年間出席日数と質問回数、決議結果の内訳。
・一つのことをもっとクローズアップして深く内容を知りたい。
・親しみやすく、読みやすい工夫が感じられていいなと思います。も
っと柔軟に、もっとかみくだいて広い年代に読まれる努力を。

文 字 内 容 情報量 配 置

文 字 内 容 情報量 配 置

　タイトルについては、さまざまな意見をいただきましたが、これま
での「周南市議会だより」が一番シンプルで分かりやすいとの意見が
12件ありました。ただ、ロゴを変更してはとのご意見がありましたの
で、ロゴを変更しました。 

お詫びと訂正
議会だより53号（平成28年２月15日発行）の４ページ〔委員会レポート（その１）〕に誤りがありました。  ※　誤 こども医療部　⇒　正 こども健康部
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